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独
自
の
施
策
で
活
気
に
あ
ふ
れ
る
東
川
町

厳
寒
の
小
さ
な
町
が
若
者
を
引
き
付
け
る
魅
力

み
誤
り
な
ど
、
多
様
な
要
素

が
絡
み
つ
い
た
そ
の
一
瞬
の

油
断
・
判
断
の
誤
り
に
よ
り
、

財
政
破
綻
へ
の
道
を
進
ん
で

し
ま
っ
た
。

　

今
の
少
子
高
齢
・
人
口
減

少
社
会
、
税
収
等
の
減
収
と

い
う
情
勢
の
中
で
、
同
じ
轍

を
踏
ま
な
い
た
め
に
、
議
会

　

下
川
町
は
、
か
つ
て
は
人

口
３
５
０
０
人
と
な
っ
た
町

で
す
が
、
こ
こ
２
～
３
年
少

し
ず
つ
若
者
の
転
入
が
増
え

て
い
ま
す
。
町
面
積
の
88
％

を
占
め
る
森
林
を
、
60
年
サ

イ
ク
ル
の
植
林
と
伐
採
で
保

ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
循
環
型
森
林
経
営
を

基
盤
に
、
危
機
意
識
を
バ
ネ

に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
成
23
年
に
は
、

国
の
地
方
創
生
事
業
の
一
環

の
「
環
境
未
来
都
市
」
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
の〝
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
〟

が
好
循
環
を
生
む

　

森
林
の
恵
を
余
す
と
こ
ろ

は
よ
り
一
層
切
磋
琢
磨
し
、

行
政
情
報
や
社
会
情
勢
、
住

民
ら
の
情
報
な
ど
に
対
す
る

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
慎
重
・

的
確
な
議
会
運
営
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

夕
張
市
の
例
を
目
の
前
に
見

つ
つ
、
心
に
刻
み
ま
し
た
。
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な
く
利
用
す
る
〝
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
〟
で
、
木
を
、
木

材
・
集
成
材
・
オ
ガ
コ
や

チ
ッ
プ
・
炭
・
木
酢
液
、
さ

ら
に
は
枝
葉
も
蒸
留
し
て
精

油
に
す
る
な
ど
、
全
て
使
い

尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

破
砕
さ
れ
た
残
材
チ
ッ
プ

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
燃
料
と
し
て
福
祉
施

設
、
学
校
、
病
院
、
役
場
周

辺
、
温
泉
な
ど
町
内
11
基
の

ボ
イ
ラ
ー
に
使
っ
て
い
ま
す
。

全
公
共
施
設
の
熱
需
要
の
約

60
％
、
年
間
約
１
９
０
０
万

円
を
削
減
、
浮
い
た
お
金
を

ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
と
子
育
て

支
援
に
使
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
若
い
世
代
を
引
き
つ
け

て
い
ま
す
。

　

町
の
一
画
に
「
バ
イ
オ
ビ

レ
ッ
ジ
構
想
」
を
掲
げ
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
で
暖
房

完
備
の
町
営
住
宅
を
作
っ
て

い
ま
す
。
全
住
宅
は
廊
下
で

つ
な
が
り
、
公
共
エ
リ
ア
・

郵
便
局
・
バ
ス
待
合
室
ま
で
、

冬
で
も
外
に
出
る
こ
と
な
く

行
け
ま
す
。

　

外
観
も
赤
が
効
い
た
モ
ダ

ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
常
に
入

居
希
望
者
が
空
き
待
ち
状
態
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
も

受
け
入
れ
、
任
期
満
了
14
名

の
う
ち
９
名
が
定
住
し
て
い

ま
す
。

地
に
足
が
つ
い
た
ま
ち
づ
く

り
で
未
来
を
見
据
え
る

　

バ
イ
オ
マ
ス
は
将
来
的
に

は
発
電
に
も
生
か
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
も
目
指

し
て
い
ま
す
。
元
来
の
強
み

を
生
か
し
て
新
し
い
構
想
に

取
り
組
み
、
そ
こ
に
若
い
人

　

東
川
町
は
、
北
海
道
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
町
の
面

積
は
松
田
町
の
６
・
５
倍
の

広
さ
が
あ
り
ま
す
。
明
治
28

年
に
開
拓
が
は
じ
ま
り
、
水

田
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

「
お
米
と
工
芸
、
観
光
の
町
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
最
高
峰
「
旭
岳
」

を
有
し
雄
大
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
町
で
、
平
成

29
年
３
月
末
現
在
の
人
口
は
、

８
１
２
６
人
で
す
。

写
真
の
町

　

豊
か
な
文
化
田
園
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
１
９
８

５
年
「
写
真
の
町
宣
言
」
を

行
い
、
10
年
目
に
写
真
の
魅

力
と
感
動
を
伝
え
る
大
会
と

し
て
、
写
真
甲
子
園
「
全
国

も
引
き
込
ん
で
お
り
、
地
に

足
が
つ
い
た
や
り
方
で
未
来

を
見
据
え
る
下
川
町
に
は
、

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
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高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会
」

を
１
９
９
４
年
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生

が
参
加
す
る
「
写
真
少
年
団
」

で
は
、
写
真
を
通
じ
て
感
性

を
磨
き
、
写
真
を
楽
し
む
活

動
は
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度

　

町
が
掲
げ
る
事
業
の
中
か

ら
、
投
資
し
た
い
事
業
を
選

び
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
東

川
町
に
対
し
寄
附
さ
れ
た

方
々
に
、
株
主
と
い
う
形
で

町
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
仕

組
み
で
す
。

　

株
主
に
は
、
「
ひ
が
し
か

わ
株
主
証
」
が
発
行
さ
れ
、

町
の
公
共
施
設
が
町
民
価
格

で
利
用
で
き
、
ま
た
株
数
に

応
じ
て
「
ひ
が
し
か
わ
土
産
」

や
、
東
川
町
の
記
念
と
な
る

年
等
に
配
当
が
得
ら
れ
る
企

画
や
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

上
水
道
が
無
い
町

　

上
水
道
が
無
い
町
と
し
て
、

大
雪
山
か
ら
の
豊
富
な
伏
流

水
を
生
活
用
水
に
利
用
し
、

飲
料
水
と
し
て
適
合
し
て
い

る
か
水
質
検
査
書
等
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
「
君
の
椅
子
」
制

度
は
、
東
川
町
で
生
ま
れ
て

き
た
子
ど
も
達
に
手
作
り
椅

子
を
贈
り
、
ま
た
中
学
校
入

学
時
も
名
前
の
入
っ
た
新
し

い
椅
子
が
贈
ら
れ
、
卒
業
時

に
３
年
間
使
用
し
た
椅
子
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
独
自
の
施
策
が

人
口
増
に
結
び
つ
い
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
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一の橋バイオビレッジの現地も視察

概要説明をする高橋東川町議長


